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緒 言

かつ ては 中国地 方 に おい て も 多 くの 寄生 虫 が

蔓延 して いた.例 えば大 塚 ら(1956)の 倉敷 レ

イ ヨン岡 山工 場 の従 業 員調査 では 昭和30年 度 で

蛔 虫が18.1%,鉤 虫が7.5%の 保 卵率 を示 して

いる し,水 落(1958)の 倉敷 市 水 島に お け る調

査 では蛔虫 陽性 者が41.8%,鉤 虫 が3.0%の 高

感染 であ る.又,稲 臣 ら(1965)の 広 島 県名 田

島での調査 に よ る と肝吸 虫 が5.5%,横 川吸 虫

が51.4%,鞭 虫が4.6%,鉤 虫が1.0%の 感 染

率 を示 して い る.し か し近年 これ ら寄 生 虫の 減

少は著 し く,予 防医学 協 会 の ま とめ た昭和53年

度全国の寄 生虫検 査 成績 をみ る と蛔 虫は わず か

0.2%,鞭 虫は0.1%,横 川 吸 虫は0.2%,鉤 虫

はついに0%と な って い る.当 然 この 中国地 区

において も同様 の減 少が 予 想 され るが,今 回瀬

戸内海 の一小 島 で ある真 鍋 島 で集 団検 査 の機 会

を持 ったの で,そ の 成績 を血 液検 査 もあわせ て

報告す る.

調 査 方 法

調査 は昭和52年8月 現 在 笠 岡市 真鍋 島に住 民

登録 されて い る,乳 児 を除 く全学 童 及 び成 人660

名を対称 と した.た だ し出かせ ぎ,そ の 他 で島

を離れ てい た者 につ いて は 実施 出来 なか ったの

で最 終 的 な検 査総 数 は471名 で あ る.検 便 は朝

採取 した新 鮮 な便 をセ ロフ ァ ン直接 厚塗 抹 法 で

行 な い,内 鉤 虫 陽性 者 につ いて は便 を教 室へ 持

ち帰 り,慮 紙 培 養法 でF型 幼 虫 の 虫種 を鑑 別 し

た.こ れ と平 行 して硫 酸銅 法 に よ り血 液比重 を

測定 す る と共 に血 液塗抹 ギム ザ染 色 標 本 に よ り

白血球 の 百 分比 を も測 定 した.

結 果

検査 総 数471名 中寄 生 虫感 染 者 は表2に 示 し

た よ うに29名 で平均 感 染率 は6.2%で あ っ た.

これ らを虫種 別 に み る と表3の よ うに鞭 虫Tri

churls trichiura 18名(3.8%),ズ ビニ鉤 虫

Ancylostoma duodenale 5名(1.1%),蛔 虫

Ascaris lumbricoides 2名(0.4%),異 形吸 虫

Heterophyes heterophyes 4名(0.9%)と な り

大 部 分は鞭 虫の 感染 者 で あ っ た.又 年 令別,性

別 に は表2, 3,図1の よ うに 男女 と も40才 以

上 が 大半 を 占め てお り,中 で も60才 以 上 の高 令

者 に 男女 とも寄 生率 が高 い.

次 に 血液 比重 をみ る と表4, 5に 示 した よ う

に 男性 で は10才 未 満 と80才 代 に 非常 に高 率 に低

比重 者が み られ, 50才 代 が これ に次 い で低 い.

寄生 虫感染 者 との比 較 で は鞭 虫及 び 異形 吸虫 感

染者 が い るが低 比重 者 との 間 に有 意 の関係 は 認
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表1　 寄 生 虫 感 染 者 名 簿

表2　 両地区合計年令別感染者数 表3　 虫 種 別 感 染 者 数

図1　 虫種の感染者年令別分布

め られ なか った.一 方女 性 で は40才 代 か ら低 比

重 者 が40%を 越 えて お り,男 性 に 較べ10才 代 若

くな っ て い る.寄 生 虫感 染 との関 係 は,数 の上

からは正常比重者が多いが, +・ 〓の寄生数の

多い寄生者は低比重者であった.又 貧血を来す

鉤虫感染者のほとんど(4例 中3例)は 低比重
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表4　 年 令 別 血 液 比 重 と 感 染(男 性)

•› Ascaris lumbricoides •  Trichuris trichiura•• 

Ancylostoma duodenale •  Heterophyes heterophyes

表5　 年 令 別 血 液 比 重 と 感 染(女 性)

•› Ascaris lumbricoides •  Trichuris trichiura•• 

Ancylostoma duodenale •  Heterophyes heterophyes

表6　 好 酸 球 と 虫 卵 陽 性 者 の 相 関

白血球検査な し 3名
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域 に見 られ た.次 に 好酸球 と寄 生 虫感 染 者 の関

係 は表6の 如 く好 酸球 増 多の無 い もの も見 られ

るが,一 般 に 好酸 球 増 多の 高 い者 に感 染 者が 多

くな る傾 向が あ る.な お,異 形 吸 虫感 染 者 は4

例 とも正 常 域 で あ った.

考 察

今 回の調 査 で蛔 虫,鞭 虫,鉤 虫,異 形吸 虫の

4種 の 消化 管 内寄 生 虫が 見 出 され た.そ れ ぞれ

0.4%, 3.8%, 9.4%, 0.9%と い う寄 生率 は 大

塚 ら(1956),水 落(1958),稲 臣 ら(1965)

の古 い 調査 に 比較 すれ ば い ずれ も減 少 して いる.

しか し鞭 虫 に 関 して は稲 臣 ら(1965)の4。6%

と較べ て他 の寄 生 虫 にお け る程 の大 きな減 少 が

み られ な い.最 近,昭 和54年 の 全 国の 調査 成績

(予 防 セ ン ター, 242及 び243号, 1979)に よれ

ば蛔 虫,鉤 虫,鞭 虫,横 川吸 虫 は全 国平 均 いず

れ も1%以 下 とな って いるが 蛔 虫,鉤 虫 は全 国

平 均 よ りも少 し高 い.藤 井 ら(1972)が 奈 良 県

山村 部 で行 な った 調査 に よる と蛔 虫は12.6%,

鞭 虫 は41.7%,鉤 虫 は4.4%,横 川 吸 虫は11.1%

とな って お り,地 域 に よ って は なお高 い寄 生率

を示 して い る.

今 回 の調査 地 真鍋 島 は衣,食 生 活 に お いて ほ

とん ど本 土 と変 りは ないが,し 尿 の 処理 が 一部

昔 なが らの 肥料 と して傾 斜 面 の畑 に 投棄 す るこ

とが行 なわ れ てい るた め鞭 虫 の全 国平 均 を大 き

く上 ま わ る感 染率 を残 して いる もの と思 わ れ る.

これ に較 べ蛔 虫,鉤 虫 は検 便 及 び駆 虫 の努 力が

奏効 して い る と考 え られ る.異 形 吸 虫 の感染 率

が 高 くな っ て いるが,こ れ は 第2中 間宿 主 で あ

るボ ラMugil cephalusが 豊 富 で その生 食 に関

係 してい る と考 え られ る.次 に血 液 比重 は寄 生

虫感 染 と直接 関係 はな いが,こ の 比重 と貧血 は

よ く一 致 す る こ とが 知 られ て い る.従 って貧血

の尺 度 と して 比重 を測定 した .寄 生 虫の 中で は

特 に鉤 虫 が貧 血 を来 す もの と して 有名 で あ る.

今 回,鉤 虫感染 者 の4例 中の3例 は低 比重域 に

あ った が,非 感 染 者 の 中に も低 比重 域 に ある者

が 多 いこ とや,感 染数 が あ ま り多 くない事等 よ

り,鉤 虫感 染 に よ る低 比 重 とは直接 関係 ない と

考 え られ る.又 寄 生 虫感 染 に よ る好 酸球 増 多 も

良 く知 られ た事 で あ るが,表6に 示 された よ う

に虫 卵陽 性者 が か な らず し も高 い とは 言 えない.

しか し増 多程 度 の 高 い者 に感 染者 が 多 くな る傾

向が み られ る.

結 語

笠 岡市 真鍋 島住 民471名 の 寄生 虫 蔓延状 況 を

昭 和52年8月 に行 な った.そ の結 果,次 の4種

の寄 生 虫感染 が み られた.

鞭 虫Trichuris trichiura… ……… …‥18名(3.8%)

ズ ビニ鉤 虫Ancylostoma duodenale‥5名(1.1%)

蛔 虫Ascaris lumbricoides… ……… …2名(0.4%)

異形吸 虫Heterophyes heterophyes…4名(0.9%)

計29名(6.2%)
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The present status of parasitic infections in Manabe island,

 Okayama prefecture

Seiichiro TOMITA, *Isao TANAKA, Yasumasa TONGU, Setsuo SUGURI, 

Daigoro SAKUMOTO, Toshiki AJI, Kazuo ITANO and Seiiti INATOMI

Department of Parasitology, Okayama University Medical School, Okayama, Japan
*K

asaoka City Manabe-Shima Clinic, Manabe-Shima, Kasaoka

A fecal examination for each of 471 residents of Manabe island was performed to clari

fy the status of parasitic infection by direct smear in August, 1977. The results were 

as follows:

1. Helminths found included Ascaris lumbricoides (2 cases, 0.4%), Trichuris trichiura 

(18 cases, 3.8%), Ancylostoma duodenale (5 cases, 1.1%) and Heterophyes heterophyes 
(4 cases, 0.9%).

2. The average infection rate was 6.2% for the whole area.


